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等飛齢林が細胞 状に分布 して居 るのを見 ることが出來 る。

エ ゾノダヶカンバ、コバノ シラカバの混淆 が多い ことも地帯の一特徴であ る
。

エゾマツ・ トドマツ林中 では コケ類(主 として1'01ytricum)密 生 し、地表植物

の種類 及被覆度多い庭 もあ るが平坦林に比 して一般 には少ない。 羊歯類は山

麓地帯の一部 を除い ては 山岳林 には甚だ稀 であ るり。 この地帯 にも林内所 々

にク ロウスゴ、スノ キ等の灌木を生ず る箇所があ るが 平地林 の如 く被覆度 の

大 なるものではな く局部的に漏潤地 こなつ て居 る庭である。

(ハ)平 坦地 で水分の停滞 する過灘 な地は特 に ミズゴケを生 じ グイマ ツの生育地 と

な り灘性植物(ヤ マ ドリゼ ンマイ、ミズバセウ、バイケイ サウ)を 生 ず る。此等

の状況は第二平坦部第六林 班の山岳林に連 る附近 で見 らるる。

前述の如 く山岳林は極めて小範囲 の面積に於 て植生 の憂化 を現 はし、岩石地植生

か ら極端な灘地化植生 に至 るまでを包含 して居 るが、其種類 は岩 石地に生す る乾性

及高 山性の特殊の ものを除いては準 ツンドラ地帯 及平坦部に生 す る植物種類を多 く

生 して居て、土地の高度 に よる地表植物の種類変化 が除6著 しくない2)。然 し植生憂

化は前述の如 く初生風化土の深淺、移動状態、透水状態並に腐植質量、土壌反応 等 各

種の要素に 關係するこごは 勿論 であ るが、本 山岳地帯 の如 く比較的小地域で氣象關

係 も殆んど同一條件な る地域 では 主 として土地の状況 特に地形、傾斜、山背の方 向

等 に支配 され ることが多い。

(Ⅲ)エ ゾ マ ツ、 ト ド マ ツ 林

分 布

幌 登 山 一 帯 ば 山頂部 の ハ イマ ツ、 ハ ンノ キの生 育 地 帯 を除 い ては全 部 エ ゾマ ツ、

トドマツを以 て掩 はれ て居 る。 共 占領 面 積 を幌登 山 を廻 る四個 の谷 に就 て 見れ ば次

の如 くで あ る(第 一 圖参 照)。

1)上 田弘一鄭 植生型より見たろ樺太天然林の研究、京都帝國大學演習林報告第六號3頁

2)前 据 演習林報告 第一號



8

(1)幌 登 山 林 地 別 面 積

エゾマツ、 トドマツ林

老 齢 林

壮齢林

潤 葉 樹 を 多 く
混 す る 林

計

ハ イ マ ツ 林

ハ ン ノ キ 其 他

岩 肩(崩 壊)地

計

本 山岳林 一一帯面積約2,200隔 中エ ゾマツ、 トドマ ツ林 は約40%を 占めて居 る。が

其分布 の状態は各谷 の地形に よつて異 り、A谷 は保悪川第一支流 の水源 山頂部の地

勢最 も急峻 な地 であつて エ ゾマツ、 トドマツ林分布の歩合も少な く・B谷 は保恵川

本 流に向ふ幌登 山麓 東南の緩斜地 を占めて大部分が エゾマ ツ、 トドマツ林 を以て掩

はれ、C谷D谷 は共に山頂部 に接 す る地域僅少 で緩斜地 多 く從つて分布歩合 も割

合 に大である。

又エ ゾマ ツ・トドマツ林の上 部界の海抜 高を各谷 に就 て調査 するに・次の如 く平均

722米 の高度 を上部 の限界 として居 るが幌登 山東南面の幌内川平原に臨/tで ーll乞立す

るA谷B谷 に比較 して幌登山の西、或は南面のC谷D谷 に於 ては約150・-200

米森林限界 を高め て居 る。

(2)エ ゾマ ツ、 ト ドマ ツ林上 部 界 高度

エソマツ、 トドマツ林 上部

界(海 抜)

平 均

備 考 上表 中(1)(2)(3)は 高低測量 の實測 腕1:よvJ共 他は アネロイ ド気圧計i:よ る

測 定値 な り。括弧 中の数字 しi測定 箇所 を示す ⊂第一圖参照)・.
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此上部森林界附近 では潤葉樹(エ ゾノダケカバ、イタヤカヘデ、オガラバナ、ナナ

カマ ド等)を 混渚す ること多 く・エゾマツ、 トドマツ は比較的疎立な林分 であ るが

相當の蓄積 を有 して居 る。 此上部森林界のエゾマツ 、 トドマツ林 は谷頭、或は高度

の急礎 した嶺線の地點 、岩石露出地界等で森林の限界をなす場合が多い。

樹種別の生育上 部限界 を見 るに、 トドマツは前記上部限界の林 内に於て エゾマ ツ

と混 じて生育するが 此 限界 を越ゆ る上部 の山頂附近 に生育す ることは殆凌 どない。

エ ゾマツ は幌登 山頂の風衝強 き砦石地に も風雪の迫害 を受けつ ゝ張靱 な生育を続け

てE大 な岩塊の間1ζ幹 は数個1ζ分岐 して下枝は低 く地面 を掩 ふて生 じて居 る。 葉 は

密着 して短 く著 し く光澤 を有す る如 くであ る。 幌登山頂 に於け るエゾマツ調査木の

一例は樹 高1 .2米,底 面直痙18.5糎 で、底面に於け る年輪数 は数個の中心 を有 して

一定せぬが最多 の年輪は163年 であつた
。

エ ゾマツ・ トドマツ林 の上部 界に績いた 上部は直 にハ イマツ林、或は ミヤマハ ン

ノキ、エ ゾノダケカバ等の潤葉樹林 となつてゐ る所が多い。

本調査 は上述のエ ゾマツ、 トドマツ林の上部界(海 抜約7～800米)か ら山麓地精

(海 抜約200米)間 の森林 に就て上部、中腹、山麓の三優域 に分 つて調査 した もので

ある。

調査地、調査法の概要

調 査地 は 《εル ト調査 と区域調査 こし、 ペル ト調査は幌登山東南面嶺線で行ひ・

慨域調査は次の箇所で實行 した。

(3)区 域 調 査 地

日



上記 の各調査地 に於 て生育す るエゾマ ツ、 トドマ ツ・其他潤葉樹 について胸高直径

と樹 高を測定 した。 胸高直径2糎 以上は生木 と腐朽枯損木 とに囁分 し輪尺 を以て

2纏 毎の直径を實測 し、直径2糎 以下のもの は樹種別本敷 を調査 し、樹 高は測桿 を

目安 として目測 し正確 を期 した。 調査の結果 につ き圭木 ご副木 とに匠分 し、主木は

利用上の見地及本地方一一esの生育状況等の考察か ら、直径 級 を小樫木(Io-24糎),

中径木(26～38糎),大 径木(40糎 以上)に 区 分した。

生立本数、材積、混渚歩合及腐朽歩合

(1)ベ ル ト調査 幌登山東南 面嶺線にて山麓か らエ ゾマツ、 トドマ ツ林上部限界

まで幅5米,延 長2100米 のベル トに就 て山需林の構成 を調査し、ベル トの高低 を實

測 して高度 に対する 關係 を吟味 した。

此調査 によるに次の各表 及 第八圖,第 九圖の如 く上部 及 中腹 、山麓地に於て エ ゾ

マツ、 トドマツ林 は林型の著 しい相違が見 られ る。 これを高度に区 別すれば次の如

くなる。

山 麓200～350米(海 抜)

中 腹350～450米

上 部450～650米

山麓e上 部森林 を比較すれば上部森林 は1附 當 う生立本 数は主副木総本数 に於て

山麓森林の41%、 主木本数 に就 ては51%に 當 う、上部 森林1附 當 り材積は主副木

総材積め61%、 主木材積では57%で 、上部 森林は山麓森林 に比 して甚だ疎開し7a

森林 であ る。

中腹森林は1阿 當t)生 立本 数他の簡所に比 して殊に多 く材積 は割合に少な く小裡

木 の密生林であ ることを語 る。

(4)1阻 當 リ本数 材 積



II

樹種別混淆 状態は各所森林 とも絡本数 に於て トドマ ツ歩合・多 く62～68%こ な 外

エゾマツは31～38%で ある。 エゾマツ副木 では上 部森林 に其本数 歩合 を増加 して

居 るが 中径 及大径木は山麓森林が上部 森林 より大 なる本数歩合である。 中腹森林は

各径級 ともに トドマ ツ歩合大 であ る。 本数混淆 状態を径級別 に見れば、副木 は エ ゾ

マツ、 トドマツを通 じて各所 とも5g～77%の 大多数 で小径木、中裡 木、大裡木 ごな

れば其本数歩合 を著 しく減 じて居 る。

(幌登山東南面嶺線ベルト調査)

(5)エ ゾ マツ、 トドマ ツ本 数混溝 一覧(%)

(幌登III東南面嶺線 べ〃 ト調査)

(6)エ ゾ マ ツ、 ト ド マ ツ本 数 混 渚 一 覧(%)
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中腹森林 では中径木僅かに存 す るのみで小径木及副木が主 である。 山麓及上部森

林 はエ ゾマツザトドマツ の径級別本 数の歩合は梢近似 した状態 であ る。

材積混渚状態は山麓森林 では エ ゾマツ歩合多 く、上部森林 では山麓森林 よ6エ ゾ

マツ歩合を減 じ トドマツ歩合 を増 して居 る。 副木 ではエゾマツの歩合上部森林は山

麓森林 よりも増加するが 小径木、中径木、大径木 こなれば エ ゾマツは山麓森林 に其

歩合が増加 する。

(幌登山東南面嶺線ベルト調査)

(7)エ ゾ マツ、 トドマ ツ材積 混 渚 一覧(%)

(幌登山東南面嶺線ベル ト調査)

(8)エゾマツ 、 ト ドマ ツ材 積 混溝 一覧(%)
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林 積混淆 状 態 を脛 級別 に見れは 副木 は エ ゾマ ツ、 トドマ ツ共 に其 歩合少 な く・山麓

森林 では エ ゾマ ツは 中径水 、 トドマ ツは小 径木 、 歩合 多 く上 部森林 では ヱ ゾマ ツ は

大裡 木 、 トドマ ツは中径木 に其歩合多 くな つ て居 る。 中腹森 林 で はエ ゾ マ ツ、 トド

マ ツ共 に小径 木 多 く、 ト ドマ ツの中径 、大 径木 は僅 か であ る。

(幌登山東南面嶺線ベルト調査)

(g)樹 高 別 本 数 配 分 一 覧(%)

叉 ベル ト調査の総面 債上に生 じた調査木本数 を樹 高別に区分すれば、上表の如 く

山麓、中腹、上部の森林を通 じて2～3米 の樹 高低 き副木が 総本敷 に対し て其歩合

最 も多 く且山麓か ら上部森林 に次第 に其歩合 を増加 して居 る。 樹 高20米 以上の主

木 は山麓森林 に多 く、上部森林 には僅かに存す る。中腹森林は樹 高8～ 日 米の立水

が最 も多数 で樹高に就 ても倭 小な観 を呈 して居 る。

更に同上調 査か ら直径 別平均樹高を算 出すれば次 の如 く上部森林は山麓森林 に比

して同一直径級 で15～23%低 い樹高 こなつて居 る。 副水は同一直径に於て樹 高減

少歩合が少ないが小裡、中裡木 こなれば其減少歩合が大 とな る傾 向がある。

トドマ ツは山麓及上部森林 を通 じて同一直径級の エゾマツより平均樹高は低 く、

叉 トドマツの上部森林 と山麓森林 との樹高低減 歩合 は、 エゾマ ツの上部森林 と山麓

森林 との樹 高低減 歩合より大 となる傾 向があ る。



(幌登山東南面嶺線ベルト調査)

(lo)平 均 樹 高(米)
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前生稚樹の生立本数 は 後述 す る平地林調査に比 して其数少な く、特に上部森林 は

少 歎である。 前生稚樹の混淆 状態は中腹森林 に於て トドマツが著し く多数 である。

又エ ゾマ ツ、 トドマツ共 に腐朽倒木上 に生ず るものが多数 を占めて居 る。

潤葉樹の混渚は本数、材積共に 山麓森 林 よりも上部森林 に歩合 多 く・上部森林 で

は大樫木 の混渚歩合が多い。

(幌 登山東南面嶺線 ベル ト調査)

(rl)エ ゾ マ ツ 、 ト ドマ ツ 前 生 稚 樹 本 敷(1阿 當)

(幌登山東南面嶺線ベルト調査)

(12)潤 葉 樹 混 渚 状 態 一 覧(%)
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(2)区域 調査 前記九 箇所の樋域調査地 に於け る調査 の結果は次の如 くであ る。

(13)1、 阻 當 本 数

(14)ー1阻 當 材 積(立 方 米)
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1阻 嵩 りの生 立本数は主副林木 を通 じて老齢林に於ては3,385本 ・壮齢 林 にては

4,844本 の多数 を有 し、最少生立本数の箇所 でも912本 を下 らぬ。 而 して1仕齢林 は

老齢林 に比 して約2倍 の生立本 数を有 し、北面の森林は南面及東面の森林より 著 し

く多敷の生立本数を有 する。 上部老齢林は山麓及平地の老齢林 に比 むて生立本数は

少な く4g～56%に 相當 して居 る。此生立本数 は主林木のみ に就 ても同標 な傾 向で

ある。副林木本数 は主林木本数 に比 して上部地の南面及東 面老齢林 に於 ては約45%

とな るが北面林 では96-・164%の 多数 で平地及山麓老齢林 では更に多 くIg3～210%

ある。lil:齢林では15g～160%こ なつて居 る。

1陪 當 り材積 は平地及 山麓 老齢林 に最 も多 く345～454立 方米 となり 上部地 に到 る

に從ひ戚少 し、上部老齢林 では平地 及 山麓老齢林 の約57%に 相當 して居 る。 中腹

の北面林は197立 方米で他の調査箇所に比較 して材積少な く・前述生立本数 は3,385

本の多数であ るか ら小径木の密生地 であ ること明かである。 林 地の方位 による材積

相違は本調査 の僅かの結果のみでは直に判定 されぬ が、中腹 及 上部地 では一般1ζ北

面林 よ りも南面林 に材積が多い様であ る。

山麓壮齢林は二箇の調査地共に 他の老齢林調査地に比較 して材積 が多いのは小径

木 ではあ るが生立本数 の彩 しく多数 あ ることに よるものである。

(15)1階 當 前 生 稚 樹 生 立 本 数
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副林 木材 債は山麓壮齢 林、中腹及 上部の北面林 には比較的多いが総材積 の約Io%

であつて其他の調査地は一般 に僅 少である。

前生稚樹 は 到 る庭 に 魑 しく生 立 して居 る。 山麓壮齢 林の 調査地 では1阿當り

II,504～14β48本 の多数 を存在す るが山麓老齢林では4,466本 、上部老齢林は更に少

な く山麓老齢林の前生稚樹数 の50%に 過ぎぬ。 中腹 及上 部地老齢林 では北面林が

南 面林 よう多数 の前生稚樹 を生 して居 る。 本調査 にて前生稚樹 の本数の多い箇所は

(16)エ ゾマ ツ、 トドマツ 本 数 混游 状態一 覧(%)

平 地 老 齢 林

山麓地 老 齢 林

壮齢林1

壮齢林ll

中腹地 老齢林(南面)

老齢林(北面)

上部地 老齢林(南面)

老齢林(北面)

老齢林(東面)



トドマツの稚樹 歩合がエ ゾマ ツの稚樹 歩合 ようも多い。 エ ゾマツ、 トドマ ツの混淆

歩合は総生立本数 では平地老齢林に於 て同数歩合であ るが 山麓、 中腹、上部 の老齢

林 では トドマツ本数混淆 歩合が多数 を示 し、上部南面老齢林は エ ゾマツ本数混渚歩

合 大である。山麓壮齢 林 では特 に トドマツの本数歩合が多い。 副林木本数は一般 に

多数 にして特に山麓壮齢 林 には トドマ ツの副木 が多い。 樹種は平地及山麓老齢林 は

エゾマツ本数歩合多 く、其他は トドマツ本数歩合が多い。

(17)エ ゾマ ツ、 ト ドマ ツ本 数混淆 状 態一 覧(%)

平 地 老 齢 林

山麓地 老 齢 林

Al:齢 林1

封1二齢 林E

中腹地 老齢林(南 面)

老齢林(北 面)

上部地 老齢林(南 面)

老齢林(北 面)

老齢林(東 面)

主林木本数混淆 歩合 は一般 に エゾマツは中径 、大裡木本数歩合多 く、 トドマツは

小径、中径木本数歩合が多数 であ る。

材 積混淆 歩合は平地及山麓老齢林 ではエ ゾマツの材積歩合多 く約70%を 占め るが

上部老齢林の東及北面林 ではエゾマツ、トドマツは殆ん ど均一の歩合こなつて居 る。

中腹及上部老齢林 に於て南 面林は北面林 ようエ ゾマ ツの材積歩合多 く、北面林 で

は トドマツの材積歩合南面林より多い 。 、



(18)エ ゾマ ツ、トドマツ 材 積混 情状 態一覧(%)

平 地 老 醗 林

山麓地 老 齢 林

壮齢林1

壮齢林E

中腹地 老齢林(南面)

老齢林(北面)

上部地濁 榊 面)

老齢林(北面)

老齢林(東面)

エゾマツは中裡及大径木に、 トドマツ は小径及中径木に材積 歩合の多い ことは本

数灘清歩合に於けると同一であ る。

副林木材積混淆 歩合は各調査地共僅少 であつて著 しい相違はない。 主林木のみの

材積混淆 歩合は総材積混淆 歩合 と殆ん ど同様な關係 にあ る。

潤 葉樹混淆 歩合は本数 材積共に上部老齢林 に多いが 山麓老齢林は多数の材積混淆

歩合を示 して居 る。



(Ig)エ ゾマ ツ、 トドマ ツ材 積 混情状 態 一一覧(%)

平 地 老 齢 林

山麓地 老 齢 林

壮齢林1

壮齢林K

中腹地 老齢休(南面)

老齢林(北面)

上部地 老齢林(南面)

老齢林(北面)

老齢林(東面)

(20)澗 葉樹混橋状態一覧(%)

平 地 老 齢 林

山麓地 老 齢 林

壮齢林1

壮齢林[

中腹地 老齢林(南面)

老齢林(北面)

上部地 老齢林(南面)

老齢林(北面)

老齢林(東面)



次に腐朽枯損木の状態 を見 るに 生 立総本数に対する 歩合 は 平地老齢林 はII%の

少数であ るが山麓;}上齢林では23%となり 中腹、上 部老齢林の北面林 は27～37%の

多数とな る。

樹種別の腐朽枯損木本数 歩合は一般に トドマ ツ腐朽枯損本数 歩合が多 く殊に北面

林 では平均78%の 多数 となつて居 る。 径級別 には平地老齢林、中腹南面老齢林 で

は大径木の腐朽枯損本数歩合32～49%こ なるが 他は一般 に小復 及 副木が多数 歩合

となつて居 る。

(21)エ ゾマ ツ、 トゾマ ツ腐朽 枯損 木本数 一覧(%)

平 地 老 齢 林

山麓地 老 齢 林

壮齢林1

壮齢林K

中腹地 老齢林(南面)

老齢林(北面)

上部地 老齢林(南面)

老齢林(北面)

老齢林(東面)

材積の腐朽枯損歩合は一般に老齢林 に多数 で駈齢林に少歎 であ る。 北面林 は概し

て材積の腐朽枯損歩合大 であ るが、 中腹南面 老齢林 で高歩合となつて居 る。之は此

調 査地 では特に老大樹の腐朽木が多いためであ る。
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(22)エ ゾマ ツ、トドマツ 腐 朽枯 損木材積 一覧(%)

平 地 老 齢 林

III麓地 老 齢 林

壮齢林1

壮齢林E

中腹地 老齢林(南面)

老齢林(北面)

上部地 老齢林(南面)

老齢林(北面)

老齢林(東面)

樹種 別の材積腐梼枯損歩合は北面林 で トドマツの材積歩合著 し く多 く、他の各調

査地はエゾマ ツの材積腐朽枯損歩合が大で特 に平地老齢林 では エゾマツ の材積歩合

は78%と な る。 径級別にはエ ゾマツは老齢林 の大径木 に材積歩合多 くして平地老

齢林 では85%と なり 山麓 、中腹、上部 の老齢林で も61～77%の 多数であ る。 トド

マツは小径木 に材積歩合多 く殊 に北面林 で多数 の小径木が腐朽枯損 して居 る。

以上の調査か ら見 るに本 山岳林一帯 の エゾマツ、 トドマツ林 は其高度約200米 か

ら700米 の僅かな範囲 に在つて之 による林 況の相違は著し く認め られ顧が、唯樹高

に於ては高度 ご共に減少する傾 向がある。 更に林地の方位 による林況の相違は一般

に南面林は北面林 に比 して総材積が多 く、樹種 別には南面林に エゾマ ツ材積 多 く北

面林 には南 面林 に於けるよ6も トドマツの材積が多い。 而 し生立本数に就 ては必ず

しも同様 でな く南面林 にも トドマツを多 く混 じ、北面林で もエ ゾマ ツ を相當に混ず

る箇所 もある。



前生稚樹は山岳林一帯 にも多数 生立 して居 るが 平地林 より少な く特 に上部の森林

では其数 を減 じて居 る(第15表 参照)。

又此等 山岳林の林型は比較的近似 した型類 を示 して居 て特 に平地 、山麓、中腹南

面、上部東面の老齢林 は 大径木 及中樫木 を主要 な構成部分 こす る林分で、之に多数

の副木及前生稚樹 を有 して居 る単層林 に近 く、中腹 北面、上部 北面、上部南面の老

齢林 では小樫木の一定範囲 の直径階のみの林木か ら成立 する林分で 外観上 一齋型に

近い単層林 であ る。 中腹壮齢 林は著 し く一齊型 を呈 するもの と、老齢林中に壮齢 樹

が小面積 に混 じて樹冠層の甚だ複維な擇伐 型 をなす庭 とがあ る。

林 齢

本山躊林 一帯の エ ゾマツ、 トドマ ツ林 の林齢は僅かの調査材料を以ては直に判定

し難いものであ るが生長調査其他 に於け る二三の實例 を示せば次の如 くであ る。

(23)年 齢 調 査

幌 登 山 項

木 菟 山 東 面 嶺 線

〃

幌登山東面嶺線(丸山)

木 菟 山 東 面 嶺 線

幌登山東面嶺線(丸山)

以上の如 くであ るか ら山舟林一帯 では老齢林 の 主林木 は150年 より250年 に至

るものと 見 て平均2CO年 の林齢 とすれば、平地老齢林 と著 し く其林齢 を異 にするも

のではない。

中腹、山麓壮齢 林では次に詳細述ぶ る如 く年齢50～90年 の もの最 も多数 を占め、

老齢樹 の残存木 と思は るる140～ISO年 生 のものが點 在す る。

生 長 量

山岳林のエ ゾマツ、 トドマツは生長甚だ遅緩 である。 特 に上部森 林の直径生長は



平地及山麓地 に生育 する エゾマツ、 トドマ ツの如 く老齢樹の被壓 下 を脱 むて急激 な

生長をなした る経過を示 すこと少 な く年齢 の構成は緊密に生長 した ものが多い。 樹

高生 長は上部地では風衝 を梢避け得た 地點 でも最高20米 を越ゆ るもの少な くIS～

Ig米 のもの普通 であ る。今直径に於ける一年輪幅 と一年間樹高平均生長 を示せば次

の如 くであう。

(24)上 部 地 エ ゾマ ツ、 トドマ ツ生 長

エ ゾ マ ツ

〃

〃

ト ドマ ツ

ト ドマ ツ

之 を平地林 エゾマツ、 トドマツの老齢樹下の被壓 を脱 して直径生長の良好な るも

のの一年輪幅O.6糎 、一ケ年平均樹高生長18.8糎1)に 比較 すれば 直径生 長に於て

21%、 樹高生 長に於 て32%に 當 るのみである(第 五圖参照)。

山麓1仕齢林は前述の如 く樹齢50～gO年 の もの多 く老齢樹下の被趣を脱 して生長

最 も旺盛 なる時代であつて被壓 時代の生長に比 して 直径 及樹高にて6～7倍 の生長

をな し、平地林 に於け るエゾマツ、 トドマツに劣 らぬ生 長状態 である。

(IV)壮 齢 一一 齊 林

分 布

山麓地帯 には前述の ベル ト調査 及区域調査巾に示す様 な壮齢 の一齊型 エ ゾマツ、

トドマ ツ林は各所 に散在 し、特 に幌登山東南面嶺線 及 保恵山、木菟 山の山麓地域 に

多 く見 ることを得 る(第 一圖参照)σ

1)前 掲演習林報告 第二號 別表 第五


